
市
政
の
あ
り
方
を
問
う
！

　

議
員
が
市
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
、
市
長
な
ど
執

行
機
関
に
方
針
や
疑
問
点

を
質
問
す
る
も
の
で
す
。

詳
細
は
津
山
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
検

索
」
な
ど
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。（
12
月
定
例
会

初
日
に
公
開
予
定
）

　

ま
た
、
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
と
る
と
、
質

問
の
様
子
（
録
画
映
像
）

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は

阿波森林公園 グランピング施設

問 

企
業
と
行
政
と
が
連
携

で
き
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
へ
の
支
援
の
仕
組
み
は
。

答 

市
民
と
接
す
る
機
会
の

多
い
企
業
や
事
業
者
が
、

業
務
の
中
で
地
域
の
高
齢

者
を
見
守
り
、
異
変
を
発

見
し
た
ら
市
へ
連
絡
す
る

「
津
山
市
見
守
り
協
定
」

が
あ
り
、
現
在
68
事
業
者

と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

問 

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
福

祉
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
、

民
間
企
業
な
ど
様
々
な
関

係
者
と
の
連
携
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

答 
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
健
や
か
に
暮
ら
す

た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
一
人
ひ
と
り
が

地
域
活
動
に
参
加
す
る
地

域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
多

様
な
主
体
が
地
域
社
会
を

支
え
る
担
い
手
と
し
て
、

よ
り
一
層
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
よ
り

良
い
福
祉
施
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問 

来
年
早
々
に
は
市
長
選

挙
を
控
え
、
再
度
市
民
に

審
判
を
仰
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
市
長
の
津
山

の
未
来
に
か
け
る
意
気
込

み
と
津
山
の
将
来
に
つ
い

て
の
展
望
は
ど
う
か
。

答 

県
北
の
拠
点
都
市
津
山

の
再
興
を
掲
げ
、
市
政
の

舵
取
り
役
を
担
っ
た
私
へ
の

期
待
と
負
託
に
お
応
え
す

る
道
の
り
は
ま
だ
道
半
ば

で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
の

負
託
を
再
度
い
た
だ
け
る

な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
継
続
、ま
た
、発
展
さ
せ
、

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
新

た
に
顕
在
化
し
て
き
た

様
々
な
課
題
の
解
決
に
も
、

先
頭
に
立
っ
て
携
わ
り
、

す
べ
て
の
住
民
が
郷
土
に

誇
り
と
愛
着
を
も
っ
て
、

便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
津
山

を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

未来
中島完一

来年の市長選出馬は

市政会
岡田康弘

高齢者福祉の取組は
高
齢
者
福
祉

津
山
市
の
将
来

一
般
質
問

議員と話をしませんか？
オンライン 議会報告会を開催します
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　議会の活動状況を市民の皆様に直

接お知らせし、意見交換を行う、議会

報告会を開催します。

　今回は新型コロナウイルス感染症

対策として、Zoomによるオンライン

で開催します。

参加方法などの詳細
は市議会ホームペー
ジをご覧ください。

どうやって参加する？
事前に申込みが必要になります。
また、オンライン開催のため、インターネット環境などが必要
になります。

どんな話をする？
市議会が津山市の施策やそれに対する議会の意見などの報告
を行います。その後、質問等を通じて、意見交換を行います。

いつ開催される？
令和４年１月25日（火曜日）

●ご不明な点がありましたら津山市議会事務局へ連絡してください。　TEL 0868-32-2140

来年の市長選へ出馬？

自粛生活を頑張っている学生を応援

津山産食材を提供します
　新型コロナウイルス感染症の影響で自粛生活が続く中、アル

バイト等による生活費の確保が困難になっている、市内の学校

に在籍中、または津山市出身で市外の学校に在籍中の学生に

対し、津山産食材等を提供します。（事業費１，６６４万円）

　未だ新型コロナウイルス感染症の収束は見込めず、様々な

場面でその影響を受けながら生活している学生を応援するた

めの取組です。また、需要が落ち込んでいる地域産品を活用す

ることで、津山産食材や加工品の知名度向上などが期待され、

加工や販売などを手がける市内事業者の支援にもつなげます。

学生に提供される津山産の食材や加工品
（写真は昨年実施したもの）

本会議や委員会で議員から出た質問と市からの答弁を一部紹介します。
議会での声

問 新型コロナウイルスに対する啓発の
意味も込めて感染症対策の協力を呼び
かけるメッセージなどを同封しては？
答 感染症拡大防止は若い世代への周知も必要
である。申請のあった学生に送付する際、ワクチ
ン接種や感染症対策への協力も引き続きいた
だけるよう、メッセージの送付を検討したい。

問 送付される食材の内容と金額、
また対象者はどの程度を想定して
いるか？
答 市外に進学した津山市出身の学生約
２，０００人と、市内の学生約１，５００人
へ、津山産のお米と津山産品の詰め合
わせ、約３，０００円分を送付予定である。


